
ふみきりけい

後者は鉄道または軌道(併用軌道を除く)との交差点の手前 10m

以内の地点において， 左側IJの路端に殻ínすることになっている。

これはいずれも道路管問者または公安委員会において設置する

ことに定められている。また自動車道機識令においても，鉄道

または軌道との交差点の手前 50 m から 150 m までの地点にお

ける 自動車道の左側の路端に し踏切あり 1 の主主戒際識を， 鉄道

または軌道との交差点の手前1 10m 以内の地点における自動車

道の左側の路端に し踏切り 1 の指示様殺を設置するこ と になっ

ているが， その機式は前記道路標識令によるものと同一である。

ー」踏切送。(三和逮忠 ・ 林凶郊)

ふみきりけいし ゅ 踏切答手 駅 ・保線区におかれる職で， 駅

長または線路分区長の指仰をうけて， 踏切道の看守に従事する

ものである。駅桝内にある踏切の看守は駅所属の踏切主主手が，

その他の踏切は保線区所属の踏切望書手がその看守にあたってい

るのが営通である。(加lï納長次郎)

ふみきりけいほうき 踏切警報機 (抑 制ghway crossing 
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l 後報織の磁類

鉄道線路の踏切において列卒の接近を公衆へ答報するもので，

íli:灯の色または点滅に よ って表示するもの， 音響によるもの，

形によって表示するもの ， またはこれらを組合わせたものぜ=が

ある。

(1) 音響式警報後 電鈴， ブザー， サイ レ ン等各釘iあるが，

望書報m鈴を取り去ったものが閃光式望書報機であるが， これは旧

型であるため内部，外観とも多少の差異のあるこ と はもちろん

であ る 。

2 警報告量の制御

踏切答報機はその動作の方式に よ っ てつぎの 4 極類がある。

( 1 ) 手 動 式後報機の設けてある踏切遂を経由して，列車

が停車場に進入する側は自動制御， 進出する側は手1If!JI制御と す

るもの。

(2) 半自動A式警報織の設けてある踏切道を経由して列車

が停車場に進入する似lは自動制御， 進出する側は半自動制御と

するもの。

(3) 半自動B式 閉そく区間を併合する取扱をする停車場に

設けるも ので， 平常の閉そく方式による場合は半自動A式と同

機であるが，閉そく区聞を併合する取扱によ る と きは， 列車の

進入 ・ 進出と も自動 図ー1 踏切磐線般の制御方式( 1 )

(Il)に制御する。 ~ J 川}
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これは自動車のあまり普及しなかった時代には有効て'あったが， のの 2 つに分ける こ

現今のように自動車の交通:Iït多く速度も速くな っ たl時代にあっ とができる。 戦盟国胎irr畢揖)
ては，音が巡転手に 11rl えにくい。しかし背を斎く すれば夜間踏

切道付近の人の安眠を妨げるこ と になる。最近では補助として

用 うる以外にはあまり .ffI \，、ていない。

(2) 揺動式警報機 これは形によって現示するものである。

L止れ1 と恐いた円板および赤色灯を有している。列車が接近

するとし止れ1 と書いた門板が振子電磁石により￡右に綴れる。

この場合赤色灯は点灯する。列車の通過後は踏切注意と主れ、た

板の下に隠れ， 赤色灯も消灯する。この主主報機はわが国で、は採

用していないが米国の一部の地方で使用している。

(3) 録音装置付警報機 列車が接近すると テープレコーダー

によって， あらかじめ録音してある言楽で，通行人に注意をう

ながすも のである。こ の装i出土電鈴， 赤色灯等と組合わせて使

用さオ1ている。

(4) 閃光(せんこう) 電鈴式警報担軽 (閃光式警報後) 現在使用

している も ので (写真一1 ) 柱の

左右にそれぞれ 1 個の主主総灯

を水平に布し柱の最上位に野

戦m鈴を備えている。そして

これら両者の中聞には箸傑が

取付けてある。主主報灯は赤色

νγズ(外径 226 mm ) および

反射鋭 1 倒ずつを組合わせ，

反射鏡の焦点に信号電球B形

10V20W を取付 け， これを 1

分間 40 ないし 60 回左右交互

に点滅を行うものである。筆 写U-l. J刈光電鈴式踏切答報機

報tE鈴は望書報灯の点i戒中華F報動作するのはもちろんである。笠

報íl!鈴は直流 10 V 電流 0.7 A 以下て切j作し， 定裕也l王の 0.8 な

いし 1.2 倍の変動に対して 1 分間の打数は 100 ないし 160 lTIlの

範囲である。音響の通迷距離は 100 m 以上となっている。閃光

灯の碓~，範聞は 150m 以上となっている。写真で見る最上位の
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